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救急安心センター事業（#7119）検討業務委託企画提案書作成要領 

 

１ 提出書類 

  提出書類、様式及び提出部数は次表のとおりとする。 

様式等 提出書類の名称 規格 提出部数 注意事項 

様式１ 企画提案応募申込書 Ａ４縦 １部 － 

様式自由 企画提案書 Ａ４縦 ９部 ※１、※２ 

様式自由 経費積算書 Ａ４縦 ９部 ※１、※３ 

様式２ 
事業実施体制及び 

同種事業実績 
Ａ４縦 ９部 ※１ 

様式自由 
添付書類 

（提出者の概要が分かる資料） 
－ １部 ※４ 

様式３ 
社会的価値の実現に資する取組

に関する申告書 
－ １部 ※５、※６ 

様式自由 
情報セキュリティに対策に 

関する申告書 
－ １部 ※５ 

 

（注意事項） 

 ※１ 社名・ロゴマーク等、応募者が特定できるものを記載しないこと。 

 ※２ Ａ４用紙に横書き（要ページ番号）とすること。ただし、イメージ図等を記載する

場合、Ａ３版用紙をＡ４版サイズに折り畳み挿入することは可とする。 

    ページ数については、２５ページ以内とし、必要に応じて図表・絵等を用いて分か

りやすく記載の上、左上をホチキス等でとめること。 

 ※３ 業務の実施に係る見積額の内訳が分かるように項目ごとに記載すること。見積額は、

消費税及び地方消費税の額も記載すること。 

 ※４ 既存の資料で可とする。 

 ※５ 応募要件でない。 

 ※６ 紛失等により、該当する取組の登録証等を所持していない場合は、登録等の事実が

確認できる書面（再発行された登録証等又は証明書等）を提出すること。 

 

２ 提出方法 

持参又は郵送（配達証明に限る。）、宅配便（手渡ししたことが証明されるものに限る。）

のいずれかとする。 

 

３ 提出期限 

  2025 年５月 23 日（金）午後４時（必着） 

  ※ この期限までに必要な書類全ての提出がないものは、受付することができないため

注意すること。 

別添２ 
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  ※ 郵送・宅配便の場合は、提出期限の午前中に愛知県庁に必着のこと。 

 

４ 提出先 

  〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目１番２号（本庁舎１階東） 

愛知県防災安全局防災部消防保安課 救急グループ 

電話 052-954-7454（ダイヤルイン） 

 

５ 企画提案のポイント 

（１）「企画提案書（様式自由）」について 

   貴社の業務の進め方について、次の事項を踏まえて御提案ください。 

項  目 提 案 内 容 

１．業務全体の方

針・進め方 

（１）業務全体の方針 

   ・業務を進める上での基本的な考え方やねらい、特に重点を置く

点、特徴、アピールポイント等について具体的に記載すること。 

（２）業務実施の工程（プロセス）・スケジュール 

  ・業務全体の工程（プロセス）・スケジュール（契約予定の 2025

年６月上旬から 2026 年３月 20 日の間）について記載すること。 

２．調査業務内容 

（１）検討会の企画及び運営支援 

  ・検討会を円滑に進めるための提案及び運営支援の方法につい

て、具体的かつ実現可能なものを記載すること。 

（２）全国の救急安心センター事業における現状把握及び整理 

   ・他都道府県の事例について、救急安心センター事業の導入検討

を進めるためにどのような情報が必要か、具体的に記載するこ

と。 

   ・愛知県が救急安心センター事業の導入を検討するためには、収

集したデータをどのような類型で整理するのが適当か具体的に

記載すること。その際、類型の考え方やポイントについても記載

すること。 

（３）救急安心センター事業における事業導入効果 

   ・救急安心センター事業の導入検討を進めるために必要な検証項

目及びその考え方について具体的に記載すること。 

   ・「救急安心センターなごや」事業のデータと 2009 年度に実施し

た「愛知県救急安心センターモデル事業報告書」との変化を評価

するための分析手法及びその考え方について、具体的に記載する

こと。 

   ・データの検証にあたり、各データ間相互で関連付けを行うなど

の具体的な案を記載すること。 

（４）救急安心センター事業に関するアンケート調査 
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   ・救急安心センター事業の導入に関する示唆を得るための、効果

的なアンケート方法（対象の抽出方法、アンケート手法、サンプ

ル数、調査期間）及び内容（質問項目）について具体的に記載す

ること。その際、質問項目を提案した理由やねらいについても記

載すること。 

（５）愛知県版救急安心センター事業スキーム及び概算事業費の提案 

   ・既存事業である救急医療情報センター事業及び子ども医療電話

相談事業を実施している本県の現状を理解したうえで、愛知県全

域で救急安心センター事業を導入する場合のスキームの仮説を

記載すること。その際、記載した仮説の考え方やポイントについ

ても記載すること。 

 

 

（２）「事業実施体制及び同種事業実績（様式２）」について 

項  目 記 載 内 容 

１．事業実施体制 
・本業務を実施する統括責任者及び業務担当者の氏名、所属・職名、

実施体制等について、詳細に記載すること。 

２．同種事業実績 

・本業務に類似又は関連する業務の実績（世論調査・課題解決、政策

提案等）がある場合は、過去５年間（2019 年～2024 年）の実績につ

いて簡潔に記載すること。 

 

（３）「情報セキュリティ対策に関する申告書（様式自由）」について 

項  目 記 載 内 容 

１．情報セキュリ 

ティ対策 

・アンケート調査等、本業務を実施するために収集した個人情報に

ついて、貴社の個人情報保護・情報セキュリティ体制を具体的に記

載すること。 

・本業務に従事する者に対して、情報セキュリティに対する意識の

向上を図るために必要な教育の実施について、具体的に記載するこ

と。 

 

６ 企画提案にあたっての参考情報 

  県内の救急搬送・医療の現状は以下の URL に掲載しており、参照されたい。 

➣ 愛知県の救急医療 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/imu/0000047678.html 

➣ 愛知県消防年報（令和 6 年版） 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/r06shouboutoukei.html 

➣ 救急安心センター事業（#7119）関連情報（総務省消防庁） 

    https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate006.html 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/imu/0000047678.html
https://www.pref.aichi.jp/press-release/r06shouboutoukei.html
https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/appropriate006.html

